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渡
良
瀬
遊
水
池
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
に
す
る
会
事
務
局
長

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
事
務
局
長

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
に
際
し
て

治
水
と
湿
地
保
全
・
再
生
を
両
立
す
る
誓
い

浅
野
正
富

渡
良
瀬
遊
水
地
と
そ
こ
に
流
れ
込
む
河
川

の
治
水
事
業
推
進
は
何
も
の
に
も
優
先
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
本
州
以
南
最
大
の
ヨ
シ
原
を
擁

す
る
関
東
地
方
を
代
表
す
る
低
層
湿
原
で

数
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
が
生
息
し
て
い
る

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
2
0
1
0
年
9
月
に

環
境
省
が
公
表
し
た
1
7
2
か
所
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
潜
在
候
補
地
に
選
定
さ

れ
、
本
年
7
月
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ

れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
11
回
締
約
国
会

議
ま
で
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
池
沼
の
減
少
、
地
下
水
位
の

低
下
な
ど
に
よ
る
湿
地
の
乾
燥
化
が
進
行

し
、
開
水
面
の
周
辺
に
広
い
エ
コ
ト
ー
ン

を
伴
っ
た
か
つ
て
の
景
観
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
り
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
が
急
増
す
る
な
ど
の
環
境
悪
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

保
全
・
再
生
基
本
計
画
と
条
約
登
録

　

2
0
1
0
年
3
月
に
は
、
渡
良
瀬
遊
水

地
を
管
理
す
る
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流

河
川
事
務
所
は
、
乾
燥
化
し
て
外
来
種
の

増
殖
等
に
よ
り
環
境
が
悪
化
し
た
場
所
を

掘
削
し
て
外
来
種
の
増
殖
を
抑
え
て
多
様

な
動
植
物
の
生
息
場
の
再
生
を
目
指
し
、

明
治
時
代
の
赤
麻
沼
や
石
川
沼
の
あ
っ
た

時
代
（
水
面
の
面
積
比
率
で
2
割
程
度
）

を
一
つ
の
目
安
と
し
て
掘
削
す
る
こ
と
に

よ
り
現
存
す
る
良
好
な
環
境
の
保
全
と
治

水
機
能
の
向
上
に
配
慮
し
な
が
ら
、
湿
地

の
保
全
・
再
生
を
進
め
る
渡
良
瀬
遊
水
地

湿
地
保
全
・
再
生
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
湿
地
保
全
・
再
生
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
掘
削
等
に
よ
り
治
水
事
業
と

湿
地
の
保
全
・
再
生
を
両
立
し
て
い
く
こ

と
は
、
湿
地
保
全
の
条
約
で
あ
る
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
が
目
指
し
て
い
る
「
湿
地
の
賢

明
な
利
用
」
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
際
し
、
環
境

省
は
国
土
交
通
省
と
も
協
議
し
て
、
土
地

利
用
規
制
に
つ
い
て
は
治
水
事
業
に
何
ら

の
支
障
が
な
い
よ
う
に
従
来
通
り
河
川
法

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
い
る
河
川
区
域
の

ま
ま
と
し
、
鳥
獣
保
護
に
つ
い
て
は
既
に

禁
止
さ
れ
て
い
る
銃
猟
以
外
の
捕
獲
も
禁

止
す
る
た
め
国
設
鳥
獣
保
護
区
の
普
通
地

区
に
指
定
す
る
方
針
を
取
っ
て
、
現
在
鳥

獣
保
護
区
指
定
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
で
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
に
登
録
さ
れ
る
際
の
保
全
の
法
的
担
保

と
し
て
、
土
地
利
用
規
制
に
つ
き
河
川
法

に
基
づ
く
河
川
区
域
が
認
め
ら
れ
た
例
は

過
去
に
な
く
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
場
合
、

遊
水
地
と
い
う
治
水
機
能
が
最
も
優
先
さ

れ
る
べ
き
湿
地
の
特
性
が
重
視
さ
れ
た
結

果
、
河
川
法
に
基
づ
く
土
地
利
用
規
制
で

の
登
録
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

治
水
と
湿
地
保
全
の
両
立
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
2
月
28
日
、
従

来
か
ら
治
水
事
業
の
推
進
を
求
め
続
け
て

き
た
「
渡
良
瀬
遊
水
地
第
二
調
節
池
周
辺

地
区
治
水
事
業
促
進
連
絡
協
議
会
」
と
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

登
録
推
進
の
活
動
を
続
け
て
き
た
「
渡
良

渡
良
瀬
遊
水
地
の
治
水
と
自
然
環
境

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒

被
害
防
止
の
た
め
に
1
9
0
6
年
、
谷

中
村
が
強
制
廃
村
さ
れ
た
後
に
作
ら
れ
、

1
9
4
7
年
9
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で

は
、
渡
良
瀬
川
の
堤
防
が
生
井
村
（
現
在

小
山
市
生
井
地
区
）、
部
屋
村
（
現
在
栃

木
市
部
屋
地
区
）
で
合
計
8
か
所
、
延
長

3
8
5
m
が
決
壊
し
て
全
村
が
泥
水
の
下

に
沈
み
、
生
井
村
で
は
11
名
の
死
者
が
出

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
未
曾
有
な
被
害
に

遭
っ
た
遊
水
地
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
、

瀬
遊
水
池
を
守
る
利
根
川
流
域
住
民
協
議

会
」、「
わ
た
ら
せ
未
来
基
金
」、「
渡
良
瀬

遊
水
池
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
に
す

る
会
」
は
、
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
に

お
い
て
、
藤
山
事
務
所
長
と
、
関
東
地
方

環
境
事
務
所
の
徳
田
野
生
生
物
課
長
の
立

ち
会
い
の
下
、
渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
た
暁
に
は
、

湿
地
保
全
・
再
生
基
本
計
画
の
下
で
将
来

に
わ
た
っ
て
渡
良
瀬
遊
水
地
の
治
水
事
業

と
湿
地
の
保
全
・
再
生
の
両
立
が
図
れ
る

よ
う
、
相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓

約
す
る
誓
約
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

一
時
は
深
刻
に
対
立
し
た
こ
と
も
あ
る

治
水
団
体
と
自
然
保
護
団
体
が
、
渡
良
瀬

遊
水
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
を

契
機
に
治
水
と
湿
地
保
全
・
再
生
の
両
立

を
め
ざ
し
て
協
力
す
る
旨
合
意
し
た
こ
と

は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
湿
地
の
賢
明
な

利
用
と
い
う
理
念
を
実
現
し
て
い
く
上
で

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
今
後
地
元
で

は
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
湿
地
の

賢
明
な
利
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
湿
地
保
全
・
再
生
基
本

計
画
に
基
づ
く
事
業
を
遂
行
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

試験掘削地でのボランティアによるヤナギの芽の除去作業

ラムネットJと渡良瀬遊水池をラムサール条
約登録地にする会が共催で開催した世界湿地
の日シンポジウム in 渡良瀬遊水地（2月18日）

地元の治水団
体と自然保護
団体の調印式

（2月28日）
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松
川
浦
と
コ
ク
ガ
ン
（
2
月
6
日
朝
）

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
最
初
に
訪
れ
た
松

川
浦
で
は
早
朝
に
探
鳥
し
て
み
ま
し
た

が
、
昨
年
2
0
0
0
羽
以
上
が
記
録
さ

れ
た
一
斉
調
査
地
点
付
近
に
は
、
ほ
と

ん
ど
カ
モ
類
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
月
に
岩
手
〜
福
島
を
調
査
し
て
み
た

の
で
す
が
、
津
波
の
影
響
を
受
け
た
地

域
で
は
多
く
の
種
が
数
を
減
ら
し
て
い

ま
す
（
表
1
）。
河
川
の
流
入
部
方
面

で
は
カ
モ
の
群
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

集
水
域
か
ら
の
流
入
で
川
の
底
泥
の
放

射
線
量
は
か
な
り
高
い
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
心
配
で
す
。

　

外
海
側
の
海
水
浴
場
に
出
る
と
こ
ろ

の
地
域
で
は
、
珍
し
い
コ
ク
ガ
ン
の
小

群
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
震
災
で
南
三
陸

地
区
の
越
冬
個
体
群
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
福
島
以
南
の
出
現
地

点
は
や
や
多
く
な
っ
た
感
が
あ
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
が
1
〜
数
羽
で
大
規
模

な
南
下
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
南
三
陸
で
は

沈
下
し
た
漁
港
岸
壁
に
付
着
す
る
藻
を

食
べ
る
群
れ
が
多
く
見
ら
れ
、
大
き
く

移
動
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
を
少
し

変
え
て
越
冬
し
て
い
る
よ
う
で
す
（
写

真
下
）。

宮
城
県
沿
岸
部
（
2
月
6
日
）

　

仙
台
東
道
路
で
北
上
中
は
周
囲
に

延
々
と
荒
れ
果
て
た
被
災
農
地
が
続
き

ま
す
。
復
田
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
、
水
田
生
態
系
に
依
存
す

る
多
く
の
生
物
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
改

め
て
実
感
さ
れ
ま
し
た
。
松
島
湾
の
船

上
で
も
鳥
を
探
し
ま
し
た
が
、
ス
ズ
ガ

モ
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
養
殖
筏
な
ど
が
流
さ
れ
て
開

水
面
が
増
え
る
と
入
っ
て
く
る
鳥
が
い

表1　津波影響域のガンカモ類
（岩手県中部〜福島県：沿岸浸水域内113ヶ所）
2012年1月と環境省全国調査（2009 〜 11平均）との比較

石巻市渡波港のコクガン
沈下した漁港船着き場（手前の色の
違う部分）で採餌（1月7日）

る
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
松
島
湾
岸

は
人
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
復

興
が
進
ん
で
い
る
の
か
、
養
殖
筏
な
ど

は
少
な
く
な
く
、
ア
マ
モ
場
が
失
わ
れ

た
影
響
な
ど
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

伊
豆
沼
・
蕪
栗
沼
・
化
女
沼
（
2
月
7
日
）

　

天
候
不
順
で
残
念
で
し
た
が
、
激
震

で
堤
防
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
例
年
同
様
に
多
く
の
ガ
ン

カ
モ
類
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
伊
豆
沼
で

は
、
大
繁
茂
し
た
蓮
（
レ
ン
コ
ン
）
を

食
べ
て
い
る
の
か
、
結
氷
し
て
い
る
割

に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
数
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
こ
で
も
底
泥
か
ら
高
い

放
射
線
量
が
記
録
さ
れ
て
い
て
心
配
で

す
。
蕪
栗
沼
と
化
女
沼
の
あ
る
大
崎
市

で
は
、
9
月
に
捕
獲
さ
れ
た
カ
ル
ガ
モ

の
肉
か
ら
一
般
食
品
の
新
基
準
を
超
え

る
線
量
が
計
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
表

2
）、
公
的
な
水
域
線
量
調
査
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
カ
モ
類
の
汚
染
に
つ

い
て
も
宮
城
県
全
体
で
わ
ず
か
3
個
体

の
カ
ル
ガ
モ
が
検
査
さ
れ
た
だ
け
で
、

湿
地
登
録
の
国
際
的
な
責
任
を
果
た
し

て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
状
況
で
す
。

松川浦大須海岸
がれき、倒木等処理中（2月6日）

日本雁を保護する会
平泉秀樹 

被災地の湿地を訪ねるツアーで見た
(ラムネットJ主催、2012年2月5 〜 7日）

ガンカモ類と震災の影響

表2　カモ類肉Cs線量  単位：Bq/kg（乾重）
宮城県・福島県の2012/3/4までの発表資料による
※もっと調査する必要あり

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
が
主
催
す
る
春
の

湿
地
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
湿
地
の
グ

リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
に
、
今
年
は
全
国

か
ら
40
を
越
え
る
団
体
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
各
地
の
湿
地
で
観
察
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ram
net-j.

org/gw
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
栃
木
市
で
開
催

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
世
界
湿
地
の

日
を
記
念
し
、
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
2
0
1
2
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
渡
良
瀬
遊
水
池
を
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
地
に
す
る
会
と
共
同
で
「
世

界
湿
地
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
i
n
渡

良
瀬
遊
水
地
」
を
、
2
月
18
日
に
栃
木

市
栃
木
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
安

藤
よ
し
の
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
で

中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
昨

年
の
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
に
つ

い
て
報
告
。
続
い
て
、
松
川
浦
、
渡
良

瀬
遊
水
地
、
三
番
瀬
、
東
京
港
野
鳥
公

園
、
吉
野
川
河
口
、
諫
早
湾
、
泡
瀬
干

潟
な
ど
の
湿
地
N
G
O
か
ら
の
報
告
、

和
白
干
潟
で
の
「
生
き
も
の
マ
ッ
プ
」

作
り
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
「
渡
良
瀬
遊
水
地
と
豊
岡
・

円
山
川
下
流
域
の
条
約
登
録
で
進
め
る

湿
地
保
全
」
で
は
、
渡
良
瀬
遊
水
池
を

守
る
利
根
川
流
域
住
民
協
議
会
の
高
松

健
比
古
さ
ん
が
、
遊
水
地
を
自
然
と
歴

史
の
博
物
館
と
し
て
保
全
す
る
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
つ
い
て
説
明
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
の
佐
竹
節
夫
さ

ん
が
、
地
域
の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
豊
岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

今年のリーフレットの表紙

上：第1部のディスカッション
下：佐竹節夫さんの講演

湿
地
の
グ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
1
2
開
催
中
!



3

六
条
潟
は
、
渥
美
湾
（
三
河
湾
東
部
）

の
最
奥
部
、
豊と
よ
が
わ川

河
口
に
広
が
る
干

潟
、
浅
場
で
す
。
明
治
期
の
1
0
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
大
規
模
干
拓
事

業
に
も
め
げ
ず
、
豊
川
河
口
か
ら
供
給

さ
れ
る
清
流
と
砂
に
よ
っ
て
何
と
か
生

き
な
が
ら
え
て
き
ま
し
た
。
渥
美
湾
は

浅
く
て
水
の
交
換
が
ゆ
っ
く
り
し
て
お

り
、
栄
養
物
質
が
生
物
に
循
環
利
用
さ

れ
て
、
魚
介
類
が
湧
く
よ
う
に
育
つ
豊

か
な
海
で
し
た
。
ア
マ
モ
場
も
一
面
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
海
に
異
変
が
起
き
た
の
は
、

1
9
6
0
年
代
末
か
ら
70
年
代
を
中
心

に
行
わ
れ
た
三
河
港
と
臨
海
工
業
基
地

の
埋
め
立
て
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
豊
川
上
流
で
は
水
源
開
発
が
行

わ
れ
、
河
川
流
量
や
砂
の
流
下
も
減
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
90
年
代
に
は
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
よ
る
埋
め
立
て
も
加
わ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
現
在
の
渥
美
湾
は

夏
季
に
は
毎
年
大
規
模
な
貧
酸
素
水
塊

に
覆
わ
れ
、
青
潮
（
苦
潮
）
発
生
回
数

が
日
本
一
多
い
瀕
死
の
海
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
悪
化
し
た
状
況
の
中
で

も
、
六
条
潟
で
は
、
毎
年
潮
流
で
運
ば

れ
て
く
る
幼
生
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
着
底

し
て
、
ア
サ
リ
の
稚
貝
が
大
発
生
を
し

ま
す
。
大
発
生
し
た
ア
サ
リ
稚
貝
は
放

っ
て
お
く
と
、
秋
口
に
多
く
発
生
す
る

苦
潮
で
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

ア
サ
リ
の
稚
貝
が
20
ミ
リ
程
度
に
育
っ

た
と
こ
ろ
で
漁
業
者
が
採
取
し
、
三
河

湾
各
地
の
ア
サ
リ
の
漁
場
へ
移
植
し
て
、

2
〜
3
年
ほ
ど
か
け
て
成
貝
に
育
っ
た

も
の
を
漁
獲
す
る
と
い
う
「
愛
知
方
式
」

が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
夫
に

よ
っ
て
、
国
内
産
の
ア
サ
リ
の
少
な
く

な
い
部
分
が
三
河
湾
（
愛
知
）
産
と
し

て
市
場
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
4
月
に
改
訂
さ
れ
た
三

河
港
の
第
6
次
港
湾
計
画
で
は
、
六

条
潟
は
埋
め
立
て
計
画
地
か
ら
外
さ

れ
、
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
の
潜

在
候
補
地
で
も
あ
り
ま
す

（
2
0
1
0
年
9
月
選
定
）。

現
在
、
渥
美
湾
の
再
生
に

向
け
て
、
よ
り
よ
い
保
全

の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

六
条
潟
（
愛
知
県
）

六条潟

名古屋

六
条
潟
と
三
河
湾
を
守
る
会

市
野
和
夫

ま
た
、
那
覇
地

裁
で
は
「
辺
野
古

ア
セ
ス
裁
判
」
が

進
行
中
で
あ
る
。

1
月
か
ら
2
月
に

か
け
て
計
5
日
間

の
証
人
尋
問
が
あ

り
、
原
告
お
よ
び
原
告
側
証
人
と
し
て
、
地
域
住
民
が
米

軍
基
地
と
軍
事
訓
練
に
よ
る
危
険
性
、
生
活
環
境
と
自
然

環
境
の
悪
化
へ
の
深
刻
な
不
安
と
基
地
建
設
反
対
へ
の
強

い
意
志
を
訴
え
た
。
沖
縄
本
島
の
約
20
％
を
米
軍
基
地
が

占
有
し
て
お
り
、
基
地
に
よ
る
騒
音
被
害
や
墜
落
の
危
険

性
、
軍
人
軍
属
の
犯
罪
は
、
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
重
圧

と
し
て
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
一
方
、
専
門
家
は
、
方
法

書
前
の
事
前
調
査
の
実
施
や
事
業
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ

な
い
ま
ま
ア
セ
ス
手
続
き
が
進
み
、
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス

プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、
評
価
書
段
階
で
は
じ
め
て
導
入
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
違
法
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、
事
前
調
査
で
、
多
く
の
調
査
機
材
を

海
底
に
設
置
し
、
ジ
ュ
ゴ
ン
を
追
い
出
し
て
お
き
な
が
ら
、

ジ
ュ
ゴ
ン
は
基
地
建
設
予
定
海
域
に
い
な
い
の
で
影
響
は

な
い
と
す
る
な
ど
、
非
科
学
的
な
内
容
が
多
く
、
ア
セ
ス

の
名
に
値
し
な
い
こ
と
を
証
言
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
議
会
で
は
、
辺
野
古
移
設
は
不
可
能
と
い

う
見
方
が
出
て
お
り
、
予
算
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な
ど
、

政
策
変
更
の
兆
し
が
強
く
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は

辺
野
古
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
沖
縄
県
の

環
境
保
全
指
針
で
保
全
が
求
め
ら
れ
、
環
境
省
の
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
湿
地
潜
在
候
補
地
に
も
な
っ
て
い
る
辺
野
古
･

大
浦
湾
沿
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
を
優
先
し
軍

事
基
地
の
建
設
を
や
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
12
月
28
日
の
未
明
に
、
沖
縄
防
衛
局
に
よ
っ
て
、

7
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
「
辺
野
古
ア
セ
ス
評
価
書
」
が
沖

縄
県
庁
に
運
び
込
ま
れ
た
。
こ
の
評
価
書
は
、
事
業
内
容

の
後
出
し
な
ど
違
法
性
が
高
く
、
内
容
も
影
響
予
測
や
評

価
が
杜
撰
で
非
科
学
的
な
も
の
で
「
環
境
保
全
上
、
特
段

の
支
障
は
生
じ
な
い
」
と
い
う
結
論
は
「
ア
ワ
セ
メ
ン
ト
」

そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
評
価
書
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
ア

セ
ス
審
査
会
は
、
市
民
の
意
見
を
求
め
審
査
会
で
も
10
人

の
発
言
を
認
め
る
と
い
う
画
期
的
な
運
営
を
行
っ
た
。
厳

し
い
審
査
会
意
見
を
受
け
て
、
沖
縄
県
知
事
も
「
生
活
環

境
、
自
然
環
境
の
保
全
は
不
可
能
」
と
い
う
実
質
的
に
は

評
価
書
を
否
定
す
る
意
見
を
出
す
に
到
っ
て
い
る
。

一
方
、
新
聞
報
道
に
よ
り
、
こ
の
ア
セ
ス
の
総
額
は

86
億
円
で
あ
り
（
す
べ
て
税
金
）、
ア
セ
ス
会
社
「
い
で

あ
」
を
中
心
に
ほ
ぼ
4
社
で
独
占
し
（
落
札
率
99
・
2
％
）、

お
お
く
の
下
請
け
、
孫
請
け
が
関
与
し
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
四
社
に
は
、
事
業
者
で
あ
る
防
衛
省

か
ら
の
天
下
り
が
6
人
も
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

天
下
り
、
疑
わ
れ
る
談
合
、
そ
し
て
結
論
あ
り
き
の
ア
ワ

セ
メ
ン
ト
と
、
辺
野
古
ア
セ
ス
は
、
そ
の
内
容
だ
け
で
な

く
、
事
業
者
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
を
含
め
て
、
ま

さ
に
最
悪
の
ア
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

春の六条潟の生物調査

苦潮による被害で堆積した貝殻

筆者らが呼びかけ人となって3月に
開催した「ワースト・アセス・コン
テスト」で、辺野古アセスは「大賞」
を受賞した。写真提供：ワースト・
アセス・コンテスト実行委員会

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
共
同
代
表
　
花
輪
伸
一

人間よりはるかに大きな群集を作るアオサンゴ
（大浦湾）。写真提供：牧志治

辺
野
古
ア
セ
ス
評
価
書
を
め
ぐ
る
動
き
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）●
谷
当
里
山
計
画
「
田
植
え
」　

日
時
：

5
月
3
日
（
木
）
〜
6
日
（
日
）
10
時
〜

15
時　

場
所
：
谷
当
工
房
前
集
合
（
千
葉

市
若
葉
区
谷
当
町
70
番
地
、
千
葉
モ
ノ
レ

ー
ル
千
城
台
駅
よ
り
、
さ
ら
し
な
バ
ス
11

分
、
谷
当
町
2
下
車
徒
歩
1
分
）
内
容
：

N
P
O
法
人
谷
当
バ
ラ
ン
ス
21
の
里
山

計
画
で
、
耕
作
放
棄
谷
津
田
の
再
生
、
自

然
農
法
に
よ
る
米
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
5
月
3
〜
5
日
は
手
植
え
、
6
日
は

機
械
植
え
に
よ
る
田
植
え
を
行
い
ま
す
。

終
了
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
。
昼

食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ

せ
：
E
メ
ー
ルyatoplan

gm
ail.com

（
谷
当
バ
ラ
ン
ス
21
）、
電
話
0
4
3
・

2
3
9
・
0
6
4
5
（
谷
当
工
房
）

●
渡
良
瀬
遊
水
池
自
然
観
察
会
　
日
時
：

5
月
13
日
（
日
）
9
時
〜
12
時　

場
所
：

渡
良
瀬
遊
水
池
（
遊
水
地
会
館
前
に
集

合
）　

主
催
：
渡
良
瀬
遊
水
池
を
守
る
利

根
川
流
域
住
民
協
議
会
／
他
　
内
容
：
植

物
、
昆
虫
、
野
鳥
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
の
も
と
で
観
察
し

ま
す
。
観
察
会
の
後
（
午
後
）、
希
望
の

方
で
、
湿
地
再
生
試
験
池
の
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ヤ
ナ
ギ
の
除
去
作
業

を
し
ま
す
。（
湿
地
の

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

2
0
1
2
参
加
イ
ベ

ン
ト
）　

問
い
合
わ
せ
：

電
話
0
2
8
2
・
23
・

1
0
7
8

●
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
総
会　

2
0
1
2
年

の
通
常
総
会
を
6
月
17
日
（
日
）
14
時
か

ら
港
勤
労
福
祉
会
館
（
東
京
都
港
区
・
田

町
駅
徒
歩
3
分
）
で
開
催
し
ま
す
。
正
会

員
の
皆
様
に
は
後
日
、
正
式
な
開
催
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
第
7
回
日
韓

N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
2
月
25

〜
26
日
に
福
岡
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
共
催
団
体
で
あ
る
韓
国
湿
地

N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
委
員

長
ハ
ン
・
ド
ン
ウ
ク
さ
ん
を
は
じ
め
、

韓
国
か
ら
6
人
が
来
日
。
日
本
か
ら
は

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員はウェブサイトからオンラインでの入会も
可能です。http://www.ramnet-j.org/join.htmlにアクセスし、「入会申込フォーム」
に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、ペイパルを使っ
てオンラインで決済することも可能です（クレジットカードも使用できます）。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員

総会での議決権が
あります

総会での議決権が
ありません

一　般 1口 5,000円 1口 2,000円

団　体 1口 10,000円 1口 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

　

25
日
は
、
諫
早
湾
干
拓
、
泡
瀬
干
潟

埋
め
立
て
、
上
関
原
発
、
韓
国
の
4
大

河
川
事
業
や
カ
ン
フ
ァ
ド
潮
力
発
電
事

業
な
ど
、
公
共
事
業
に
よ
る
湿
地
破
壊

や
司
法
の
問
題
を
検
証
し
、
大
阪
大
学

教
授
の
大
久
保
規
子
さ
ん
が
環
境
訴
訟

へ
の
市
民
の
参
加
を
保
障
す
る
オ
ー
フ

ス
条
約
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ダ
ム
撤
去
が
始
ま
っ
た
荒
瀬
や
、

地
球
湿
地
賞
を
受
賞
し
た
中
津
干
潟
に

関
す
る
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の

候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
荒
尾
干
潟
の
紹

介
や
、
福
岡
湾
で
の
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ

ギ
の
調
査
、
韓
国
の
ナ
ク
ト
ン
ガ
ン
や

セ
マ
ン
グ
ム
で
の
エ
コ
ツ
ア
ー
、
ム
ア

ン
干
潟
で
の
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
保

全
活
動
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
ラ
ム
サ
ー
ル
C
O
P
11
参
加

に
関
し
て
情
報
を
交
換
し
、
C
O
P
11

で
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
共
同
開
催
に

向
け
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0015  東京都台東区東上野1−20−6
丸幸ビル2F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

4月から新年度となりましたので、会員の皆様
には年会費の納入をお願いします。金額、振込
先等は下記の入会案内をご参照ください。

ラムサール条約第11回締約国会議（COP11）
が、7月6日から13日までルーマニアで開かれ
ます。ラムネットJでは会議の傍聴を行うとと
もに、日本の湿地保全の現状を世界に伝えるた
めに、NGO会議への参加やサイドイベントの
開催、ブース展示などを行う予定です。ただい
ま、こうした活動のための特別協賛金を募集し
ています。ご協力をよろしくお願いいたします。

●募集期間：2012年6月末日まで
●金　　額：1口5,000円

（複数口ご協力いただけると助かります）
●振　込　先：下記の入会案内の口座と同じ
※ 払込取扱票の通信欄に「特別協賛金」とご記入ください。
※ ご協力いただいた方は、ラムネットJニュースレター

にお名前を掲載させていただきます。匿名希望の場合
は、その旨お書き添えください。

C
O
P
11
に
向
け
て
…
日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

日韓NGO湿地フォーラム参加者（2月26日）

ラムネットJ会費納入のお願い

ラムサールCOP11のための
特別協賛金にご協力を!!


